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2 月 25 日、ロシアによるウクライナへの全面侵攻から 4 年を機に、ポーラン

ド大使館にて小林文乃氏とロバート・キャンベル氏の特別対談が催されまし

た。会場の壁にはウクライナ戦争の生々しい状況や、第二次大戦下で廃墟

となったポーランドの写真が展示されていました。本イベントは、小林氏の著

書『カティンの森のヤニナ』がポーランド外務大臣主催「外国語で書かれた最

優秀歴史書コンテスト 2025」で特別賞を受賞したことを記念するものです。 

カティンの森 

第一部では、小林氏よりスライドを用いた解説が

ありました。1940 年、ソ連の内務人民委員部（（NKVD）

によって約 2 万 2 千人ものポーランド将校や捕虜が

虐殺された「カティンの森」事件。この悲劇の中で、

たった一人の女性犠牲者となったのが優秀な飛行士

であったヤニナです。彼女は従軍して間もなくこの

事件に巻き込まれました。戦時中の物資不足から、

偶然にも将校用の軍服が支給されていたことが、彼

女の運命を決定づけたのかもしれません。 

ポーランドの知識層を狙ったこの大虐殺は、1990

年にソ連が自国の犯行と認めるまで、長らく歴史の

闇に隠蔽されてきました。スターリン率いるソ連が

ナチスと同様の残虐な行為を行っていた歴史的現実

を突きつけられます。 

ウクライナへ 

短い休憩を挟み、日本文学者であるロバート・キャ

ンベル氏と

の対談へ移

りました。キ

ャンベル氏

はロシアに

よる侵攻後、

幾度もウクライナへ足を運び戦争が日常と化した

人々の「ことば」を拾い上げる活動を続けています。 

アンジェイ・ワイダ監督は、自身の父親も犠牲とな

ったカティンの森事件を 2007 年に映画化しました。

そのとき監督は原作者のアンジェイ・ムラルチクへ

「主人公は殺された将校たちではない。男たちの帰還

を待つ女たちである」とメッセージを寄せたといいま

す。対談では、当事者として戦争に直面する人々への

両氏の深い思いやりが切々と伝わってきました。 

最後にキャンベル氏から、ウクライナの戦禍から

集めた陶磁器の「かけら」を、輪島の職人の協力を

得て金継ぎし、新たな作品として蘇らせるプロジェ

クトが、実物とともに紹介されました。瓦礫から生

まれたとは思えないほど美しく輝くその作品は、深

い感銘を与えてくれます。* 

現在、ウクライナ戦争によって過去と同じような

事実の隠蔽が繰り返されて

おり、「カティンの森」が改

めて注目を集めています。当

日集まった約 150 名の参加

者も皆、熱心にメモを取りな

がら耳を傾けていました。過

去の歴史と現在進行形の戦争が交錯する、非常に意

義深い対談でした。 （写真）筆者と小林氏 

（しもだ・ひでまろ、東京事務所長） 

〈後援演奏会のご案内〉 

♫第 24回北海道ショパン学生

ピアノコンクール、札幌コンサ

ートホール Kitara 小ホール、

予選 4月 18日（（土）19日（（日）、

本選 5 月 17 日（日）、受賞記

念コンサート 2026 年 8 月、

チケット販売：キタラチケッ

トセンター、道新プレイガイ

ド、カワイ楽器各営業所（札

幌・函館・旭川・釧路） 

♫ Visual×Classic 新感覚

演奏会「交点 クロスオーバ

ー」ピアニスト 徳田貴子+

イメージコンサルタント 

永井もとみ、札幌市民交流

プラザ 1 階 SCARTS コー

ト、5 月 26 日（火）19:00

開演、チケット購入：道新

プレイガイド、市民交流プ

ラザチケットセンター 
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